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平成 29 年 11 月定例記者会見 

【11 月９日(木)午後１時／４階特別会議室】 

 

会見項目 

１ 第３１回宮古サーモン・ハーフマラソン大会について       （生涯学習課） 

２ 平成２９年度宮古市市勢功労者・市民奨励賞表彰式について      （総務課） 

３ 宮古湾内星空試乗会（浄土ヶ浜ナイトクルーズ）について     （観光港湾課） 

４ 「鮭・あわびまつり」について         （田老総合事務所・観光港湾課） 

５ 高校生しごとメッセｉｎ宮古について           （産業支援センター） 

６ 航路開設２００日前記念事業「宮古・室蘭フェリー航路セミナーｉｎ花巻」について 

                           （観光港湾課） 

７ 平成２９年度多良間村交流事業「児童生徒体験交流学習」について （学校教育課） 

 

 

会見内容 

  別紙資料１～７のとおり。 

 

記者との質疑 

ＩＡＴ岩手朝日テレビ記者 

  資料３の「宮古湾内星空試乗会」について、将来的な目標があれば教えていただけま

すか。 

市長 

  ＤＭＯの研究会で、宮古の夜の魅力を発信しようという意見が出たのを踏まえて、岩

手県北自動車(株)遊覧船事業部が試行しているもので、将来的には商品化されることを

期待しています。 

ＩＡＴ岩手朝日テレビ記者 

  試乗した人の意見を生かしていこうとするための試乗会ということですか。 

市長 

  その通りです。７月に実施したときもアンケートを取っていまして、概ね「よかった」

と好評を得ていますが、空が明るすぎて星空が見えませんでしたので、今回こそはガイ

ドによる星空解説ができると思います。 

岩手日報記者 

  資料６に関連して、宮古・室蘭フェリー就航の１５０日前、１００日前など節目の取

り組みが決まっていれば教えてください。 
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市長 

  １５０日前は 1 月２３日に盛岡でセミナーを開催します。１００日前もカウントダウ

ンイベントを実施する計画です。 
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資料１ 第３１回宮古サーモン・ハーフマラソン大会について 

 

趣旨・ 

目的 

 市民の皆さんにマラソンに親しんでもらい、健康増進を図るとともに、

遠来のランナーには、鮭を中心とした宮古の魅力をアピールし、宮古市の

復興に資することを目的とする 

 

日時 １１月１２日(日) 午前８時 

 

場所 宮古消防署前広場（大会本部） 

 

主催 宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会 

 

内容 ■申込数合計 ３,２７９人（昨年比 ＋１０１人） 

■申込数内訳 

 ハーフの部 ‥‥‥‥   ９３４人（昨年比 ＋６２人） 

 １０ｋｍの部 ‥‥‥ １,１２６人（昨年比 ▲１６人） 

 ５ｋｍの部 ‥‥‥‥   ４０３人（昨年比 ▲４７人） 

 ペアの部 ‥‥‥‥‥   ８１６人 [４０８組]（昨年比 ＋１０２人） 

■スタート時間とスタート順 

 8:55／５km ➡ 9:40／ハーフ ➡ 10:00／１０km ➡ 10:10／ペア 

 

特記事項 ◎ハーフマラソンのコースは、宮古地区合同庁舎をスタートし、宮古水産高

校付近を通り、金浜を折り返し、合同庁舎まで戻る、昨年と同じコース。 

◎ゲストランナーとして、箱根駅伝３連覇中の青山学院大学陸上競技部から

４人の選手が、１０ｋｍの部に出場する。 

◎ハーフの部または１０ｋｍの部を完走した選手の中から抽選で３人に、

「東京マラソン 2018」の出走権を贈呈する。ただし、東京マラソンの参加

条件を満たしている人とする。 

 

問い合せ 宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会（市民総合体育館内、☎６２

－６０００） 
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資料２ 平成２９年度宮古市市勢功労者・市民奨励賞表彰式について 

 

趣旨・ 

目的 

 公共の福祉と市勢の進展に尽くし、その功績が顕著であって、他の模範

と認められる方々を市勢功労者として表彰する。 

 併せて、市民に明るい希望と活力を与えることに顕著な業績があったも

のについて市民奨励賞を授与する。 

 

日時 １１月１７日(金) 午後１時３０分 

場所 市役所本庁舎６階大ホール 

主催 宮古市 

内容 ■表彰式 

被表彰者１人１人に、表彰状と記念品を授与する。 

■記念写真撮影 

 表彰式終了後に被表彰者全員で記念写真撮影を行う。 

 

特記事項 ◎被表彰者は、市勢功労者が７人、市民奨励賞が１団体である。 

 市勢功労者７人の内訳は、 

自治功労２人、 民生功労１人、 産業功労１人、 統計功労１人、 

治安功労１人、 篤行者
とっこうしゃ

１人。 

 

問い合せ 市総務課 行政係（☎６８－９０６１） 
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資料３ 宮古湾内星空試乗会（浄土ヶ浜ナイトクルーズ）について 

 

趣旨・ 

目的 

 夜の宮古の魅力を再発見するため、三陸ジオパーク・ジオサイトである「浄

土ヶ浜」を運航している浄土ヶ浜遊覧船を夜間に運航することにより、観光

客・宿泊客を増やすためのメニューづくりと三陸ジオパークの普及拡大を図

ることを目的とする 

 

日時 １１月２３日(木・祝) 午後６時～８時 

 

集合場所 浄土ヶ浜ビジターセンター 

 

主催・ 

共催 

(主催）岩手県北自動車株式会社遊覧船事業部 

(共催）宮古市ジオパーク協議会、浄土ヶ浜ビジターセンター運営協議会 

 

対象 試乗会につき、関係団体・関係者のみを対象として行う。 

関係団体等は次のとおり。 

▽国土交通省、環境省、岩手県、宮古市、交通事業者、宿泊事業者、報道

機関等 

 

内容 ■星空試乗会の次第 

 18:00 浄土ヶ浜ビジターセンター集合 

 18:30 浄土ヶ浜桟橋を出航 

（約６０分間程度のクルージング） 

 19:30 浄土ヶ浜ビジターセンターに戻り、クルーズを振り返り 

（参加者アンケートを実施） 

 20:00 終了 

 

特記事項 ◎今回の試乗会は、本年度２回目の実施。１回目は７月７日に実施し、関

係団体から７０人の参加者があり、おおむね好評であった。 

 

問い合せ 市観光港湾課 もてなし観光係（☎６８－９０９１） 
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資料４ 「鮭・あわびまつり」について  

 

趣旨・ 

目的 

復興に向けた観光イベントとし、全国各地より支援をいただいた方々に感

謝の気持ちを込め、魅力ある宮古市の特産品を広くＰＲ・直売することによ

り、イメージアップと地域、産業の復興・活性化を図る。 

 また、三陸ジオパークを広く周知するため、ジオサイトである「津波遺構

たろう観光ホテル」の一般公開を同時開催する。 

 

日時 １１月２５日(土) 午前９時～午後３時３０分 

   ２６日(日) 午前９時～午後３時 

◆「津波遺構一般公開」は、両日とも午前１０時～正午 

 

場所 新道の駅たろう隣イベント会場（田老町漁業協同組合ビル西側） 

◆「津波遺構一般公開」は、津波遺構たろう観光ホテル 

 

主催 田老観光イベント実行委員会 

 

内容 ■あわびとり体験  25 日・26 日 11:00～ 

各日３０人（６人×５回）※抽選で参加者を決定 

参加料１人 1,000 円。２分間で２枚まで（補償枚数１枚） 

■鮭汁のお振る舞い  25 日・26 日 11:30～ 

各日５００食予定 

■海鮭のつかみどり体験  25 日・26 日 13:30～ 

各日８０人（中学生以下 40 人、高校生以上 40 人）※抽選で参加者を決定 

参加料１人 1,500 円。２分間で１本限り（補償本数１本） 

■その他のイベント等  25 日・26 日 

姉妹都市八幡平市の特産品コーナー、餅まき、田老一中太鼓、 

演歌歌手による歌謡ショー、バンド演奏等、あわびとりゲームコーナー、 

海産物・農産物等の販売（出店数２７店舗） 
 

◆「津波遺構一般公開」は、入場無料。事前申し込みも不要。 

 

特記事項 ◎昨年の入場者数 約 16,000 人 

◎昨年の出店者数 ２４店舗 

 

問い合せ 田老観光イベント実行委員会（田老総合事務所内、☎８７－２９７１） 

※津波遺構一般公開は市観光港湾課ジオパーク推進係（☎６８－９０９１） 
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資料５ 高校生しごとメッセｉｎ宮古について 

 

趣旨・ 

目的 

宮古公共職業安定所管内の高等学校に在籍する生徒及び保護者を対象に、

管内事業所の事業内容（製造品や施設のサービス内容等)について、事業所単

位で設置するブースにおいて説明を行い、地元産業への理解を深め、管内就

職の促進を図る。 

 

日時 １１月２９日(水) 午後０時３０分～３時５０分 

 

場所 宮古市民総合体育館（シーアリーナ） 

 

主催 宮古地域雇用対策協議会 

 

内容 ■管内各産業の事業所ブース訪問 

 関心を持った事業所ブースを訪問して、事業内容などの説明を聞く。 

12:40～13:40 １回目 

14:50～15:50 ２回目 

■先輩社会人を迎えてのトークセッション 

 地元で働く先輩社会人に疑問・質問に答えてもらうトークセッション。 

 14:00～14:30 

■参加対象者 

管内高等学校に在籍する高校１年生及び保護者、管内高等学校教諭 

(昨年度の７校に加え、今年は宮古高校が参加。定時制、杜陵高校宮古分

室を除く、管内全高校が参加) 

■参加事業所 

２７社 

 

特記事項 ◎昨年度の開催実績 

 参加学校数  ７校 

参加者数   452 名(生徒 417 名、教諭 27 名、保護者８名) 

 参加事業所数 25 社 

 

問い合せ 宮古地域雇用対策協議会（宮古公共職業安定所内、☎６３－８６０９） 
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資料６ 航路開設 200 日前記念事業「宮古・室蘭フェリー航路セ 
ミナーｉｎ花巻」について 

 

趣旨・ 

目的 

来年６月に開設する「宮蘭航路（宮古・室蘭フェリー航路）」を周知する

ため、航路開設２００日前に花巻市でセミナーを開催するもの。 

 

日時 １２月４日(月) 午後３時３０分～５時 

※終了後、交流会を開催 

 

場所 ホテルグランシェール花巻（花巻市） 

 

主催 宮古港フェリー利用促進協議会、室蘭市、宮古市 

 

内容 １２月４日が航路開設２００日前にあたることから、セミナーを開催

し、下記のとおり講演を行う。 

■講演 

 ①「宮古・室蘭フェリー航路の概要」 

  講師：川崎近海汽船株式会社 フェリー部長 岡田悦
よし

明
あき

氏 

 ②「宮蘭航路開設による新たな物流・観光の可能性」 

  講師：札幌大学 教授 千葉博正氏 

 ③「岩手県初のフェリー航路開設による新たな連携」 

  講師：花巻商工会議所 専務理事 伊藤隆
りゅう

規
き

氏 

※申し込みは、電話、ＦＡＸで１１月１６日(木)まで受け付け。 

 

特記事項 ◎昨年度は、宮古市、北上市、盛岡市で開催。 

◎１５０日前の平成３０年１月２３日(火)には、盛岡市で同様のセミナー

を開催する予定。 

 

問い合せ 市観光港湾課 港湾振興室（☎６８－９０９３） 
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資料７ 平成２９年度多良間村交流事業「児童生徒体験交流学習」 
について 

 

趣旨・ 

目的 

沖縄県多良間村児童生徒と宮古市児童生徒の代表が相互訪問し、交流学

習や体験学習、受け入れ家庭での触れ合いを通して、相互理解を図り健全

育成に資することを目的とする。 

今回は、１２月５日(火)から８日(金)まで、多良間村の小学生５人と中

学生３人が本市を訪問し、宮古市の児童・生徒と交流するものである。 

 

期日・ 

場所・ 

内容 

■対面式・１２月５日(火) 

 時間＝16:30～ 

場所＝市役所本庁舎６階大ホール 

■交流学習・１２月６日(水)  

場所＝宮古小学校、第一中学校 

内容＝小学生は宮古小学校で、中学生は第一中学校でそれぞれ交流学習 

■体験学習・１２月７日(木) 

 場所＝崎山貝塚、県立水産科学館、南澤果樹園 

 内容＝ 9:00～ 縄文の森ミュージアム見学 

    10:15～ 県立水産科学館でワカメの芯取り体験 

    13:45～ 南澤果樹園でリンゴの収穫体験 

■見送り・１２月８日(金) 

 時間＝ 9:00～ 

場所＝市役所本庁舎前 

 

特記事項 ◎多良間村との交流事業は今回で３０回目を迎えた。 

◎平成３０年１月８日(月)～１３日(土)には、宮古市の児童・生徒８人（小

学生５人と中学生３人）が多良間村を訪問して交流予定である。 

 

問い合せ 市学校教育課 学習指導係（☎６８－９１１８ 担当＝指導主事 熊谷 純） 

 

 

 


